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(57)【要約】
【課題】　一般の商業印刷で使用されているインキ及び
印刷機を用いて、観察角度の変化により視認可能となる
潜像画像を有する偽造防止媒体とその作製方法を提案す
ることを目的とする。
【解決手段】　基材のインキ受理領域内に形成された、
基材と異なる色の模様部と、模様部の周囲に形成された
背景部から成るカモフラージュ画像の上又は下に、模様
部と同一形状、かつ、同じ大きさで背景部と毛抜き合わ
せで形成された潜像画像を積層して配置することで偽造
防止媒体を作製する。偽造防止媒体は、正反射光下にお
いて、積層して成る潜像画像及び模様部と、背景部は同
一入射光に対する反射光の差により潜像画像が視認可能
となる。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材上における少なくとも一部に、カモフラージュ画像と潜像画像が積層して成る基材
と異なる色の印刷模様を有するインキ受理領域を備え、
　前記カモフラージュ画像は、前記基材と異なる色の模様部が少なくとも第１のインキで
形成され、前記模様部の周囲に形成された背景部は、前記基材と異なる色の少なくとも第
２のインキで形成され、
　前記潜像画像は、前記模様部と同一形状、かつ、同じ大きさで前記背景部と毛抜き合わ
せで前記基材と異なる色の第３のインキで形成され、
　拡散反射光下において、前記背景部は、積層して成る前記模様部及び前記潜像画像と等
色であり、
　正反射光下において、積層して成る前記潜像画像及び前記模様部と、前記背景部は、同
一入射光に対する反射光の差により、前記潜像画像が視認されることを特徴とする偽造防
止媒体。
【請求項２】
　前記第１のインキ、前記第２のインキ及び前記第３のインキは、同じ色であることを特
徴とする請求項１記載の偽造防止媒体。
【請求項３】
　前記模様部及び前記背景部は、少なくとも二色のインキで形成されることを特徴とする
請求項１記載の偽造防止媒体。
【請求項４】
　前記印刷模様は、カラーの階調画像であり、かつ、前記潜像画像は、階調画像であり、
　前記模様部と前記背景部の間に、前記基材及び前記背景部と異なる色の少なくとも第４
のインキで形成された階調カモフラージュ部が配置され、
　前記模様部と前記潜像画像は、異なる色のインキで形成されたことを特徴とする請求項
３記載の偽造防止媒体。
【請求項５】
　請求項４記載の偽造防止媒体を作製する方法であって、
　前記印刷模様の原画像である印刷模様データと、前記潜像画像の原画像である潜像画像
データを作製する画像データ取得ステップと、
　前記印刷模様データを色分解して複数の分解画像データを作製する色分解ステップと、
　前記複数の分解画像データ及び前記潜像画像データに対し、共通する位置情報である位
置座標を設定した後、前記複数の分解画像データのうち、前記潜像画像データを隠ぺいさ
せる隠ぺい分解画像データと前記潜像画像データを重ねて重複箇所を除去し、隠ぺい用カ
モフラージュ画像データを作製するステップと、
　前記潜像画像データの色を、前記隠ぺい分解画像データと同じ色に設定し、色設定潜像
画像データを作製するステップと、
　前記隠ぺい用分解カモフラージュ画像データと、前記隠ぺい用分解カモフラージュ画像
データを作製する際に用いなかった、残りの各分解画像データを合成し、カモフラージュ
画像データを作製するステップと、
　前記カモフラージュ画像データ及び前記色設定潜像画像データを積層して出力する出力
ステップを備えることを特徴とする偽造防止媒体の作製方法。
【請求項６】
　前記出力ステップ前に、前記基材にインキ受理領域を形成するステップを備えることを
特徴とする請求項５記載の偽造防止媒体の作製方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、銀行券、旅券、有価証券、商品タグ及び各種証明書等の貴重印刷物に偽造及
び複製の防止用として施す秘匿情報を有する偽造防止媒体及びその作製方法に関するもの
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である。
【背景技術】
【０００２】
　従来から貴重印刷物には、その真偽を簡易に判別するために、判別具を用いずに真偽判
別を行うことが可能な偽造防止策が多く付与されている。例えば、透過により真偽判別が
可能なすき入れや、肉眼で真偽判別が可能な微小文字等が、多く付与されている。それに
加え、観察角度の変化に伴う光沢の差により真偽判別が可能なパールインキ、透明インキ
等の光沢材料が多く付与されている。
【０００３】
　しかしながら、光沢材料は、出力装置及び材料が、シアン、マゼンタ等のプロセスイン
キやインクジェットインキとは異なるため、印刷するための材料及び出力装置を別途準備
する必要がある。よって、通常の印刷物を形成する場合と比べ、手間及びコストがかかる
ことから、材料及び出力装置を別途準備する必要がなく、通常のシアン、マゼンタ等のプ
ロセスインキやインクジェットインキ等の印刷材料と出力装置を用いて、光沢画像を付与
する技術が求められている。
【０００４】
　例えば、透明トナーを用いずに、レーザ・プリンタとトナーを用いて観察角度の変化に
よる光沢を有する潜像画像が形成された印刷物として、特許文献１には、基材上に光沢画
像を、トナー量１００％でレーザ・プリンタにより付与し、光沢画像の周囲に背景領域を
トナー量５０％でレーザ・プリンタにより付与したのち、定着部でトナーを加熱し溶融さ
せることで基材上に形成し、次に、その上に、背景領域の残りのトナー量５０％を、レー
ザ・プリンタにより背景領域上に付与し、定着部でトナーを加熱し溶融させることで形成
した印刷物が開示されている。
【０００５】
　二度定着部を通過した光沢画像は、二度トナーを加熱して溶融させることで、一度しか
定着部を通過していない背景領域と比べて、表面が平坦形状となり光沢性が高くなる。よ
って、正面から視認した際には、光沢画像とその周囲の背景領域は、トナー量が同じであ
るため、濃度が一様な領域として視認されるが、観察角度の変化により、光沢性の高い光
沢画像が、潜像画像として視認可能となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１１－３９３９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１により、トナーを用いて光沢画像を形成することが可能となった。しかしな
がら、特許文献１では、光沢画像を、トナーを二度刷りしたのち、定着部で二度溶融させ
て平坦形状として形成する必要がある。よって、用いる材料はトナーに限定され、さらに
、印刷機はトナーを溶融することが可能な定着部を有する出力機に限定される。
【０００８】
　そこで、本発明は、インキ及び印刷機を限定することなく作製可能な、観察角度の変化
により視認可能となる潜像画像を有する偽造防止媒体とその作製方法を提案することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前述の目的を達成するために、請求項１記載の発明は、基材上における少なくとも一部
に、カモフラージュ画像と潜像画像が積層して成る基材と異なる色の印刷模様を有するイ
ンキ受理領域を備え、カモフラージュ画像は、基材と異なる色の模様部が少なくとも第１
のインキで形成され、模様部の周囲に形成された背景部は、基材と異なる色の少なくとも
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第２のインキで形成され、潜像画像は、模様部と同一形状、かつ、同じ大きさで背景部と
毛抜き合わせで基材と異なる色の第３のインキで形成され、拡散反射光下において、背景
部は、積層して成る模様部と潜像画像と等色であり、正反射光下において、積層して成る
模様部及び潜像画像と、背景部は、同一入射光に対する反射光の差により、潜像画像が視
認されることを特徴とする偽造防止媒体である。
【００１０】
　また、請求項２記載の発明は、第１のインキ、第２のインキ及び第３のインキは、同じ
色であることを特徴とする請求項１記載の偽造防止媒体である。
【００１１】
　また、請求項３記載の発明は、模様部及び背景部は、少なくとも二色のインキで形成さ
れることを特徴とする請求項１記載の偽造防止媒体である。
【００１２】
　また、請求項４記載の発明は、印刷模様は、カラーの階調画像であり、かつ、潜像画像
は、階調画像であり、模様部と背景部の間に、基材及び背景部と異なる色の少なくとも第
４のインキで形成された階調カモフラージュ部が配置され、模様部と潜像画像は、異なる
色のインキで形成されたことを特徴とする請求項３記載の偽造防止媒体である。
【００１３】
　また、請求項５記載の発明は、請求項４記載の偽造防止媒体を作製する方法であって、
印刷模様の原画像である印刷模様データと、潜像画像の原画像である潜像画像データを作
製する画像データ取得ステップと、印刷模様データを色分解して複数の分解画像データを
作製する色分解ステップと、複数の分解画像データ及び潜像画像データに対し、共通する
位置情報である位置座標を設定した後、複数の分解画像データのうち、潜像画像データを
隠ぺいさせる隠ぺい分解画像データと潜像画像データを重ねて重複箇所を除去し、隠ぺい
用カモフラージュ画像データを作製するステップと、潜像画像データの色を、隠ぺい分解
画像データと同じ色に設定し、色設定潜像画像データを作製するステップと、隠ぺい用分
解カモフラージュ画像データと、隠ぺい用分解カモフラージュ画像データを作製する際に
用いなかった、残りの各分解画像データを合成し、カモフラージュ画像データを作製する
ステップと、カモフラージュ画像データ及び色設定潜像画像データを積層して出力する出
力ステップを備えることを特徴とする偽造防止媒体の作製方法である。
【００１４】
　さらに、請求項６記載の発明は、出力ステップ前に、基材にインキ受理領域を形成する
ステップを備えることを特徴とする請求項５記載の偽造防止媒体の作製方法である。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の潜像画像を有する偽造防止媒体は、潜像画像を形成するインキを、インキ受理
領域上に積層して印刷することで生じる、積層した箇所とその他の箇所での拡散性の差に
より、観察角度の変化で視認可能な潜像画像を形成する。よって、インキ及び印刷機に限
定することなく形成することが可能なため、従来の光沢画像を有する印刷物よりも非常に
安価で作製することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】偽造防止媒体（Ｓ１）の一実施例を示す平面図。
【図２】印刷模様（２）を説明する平面図。
【図３】図２のＸ１－Ｘ１’におけるインキ受理領域（Ｚ）の断面を説明する模式図。
【図４】カモフラージュ画像（３）及び潜像画像（６）の構成を示す平面図。
【図５】ベタ領域の模様部（４）と背景部（５）を示す平面図。
【図６】模様部（４）と背景部（５）の配置の一例を示す平面図。
【図７】カモフラージュ要素（３ａ）及び潜像要素（６ａ）の形状を示す図。
【図８】積層して配置された模様部（４）及び潜像画像（６）と、背景部（５）の拡散性
の差を示す模式図。
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【図９】印刷模様（２）の視認状態について説明する模式図及び平面図。
【図１０】印刷模様（２）の他の構成を説明する平面図。
【図１１】印刷模様（２’’）及び潜像画像（６’’）を階調画像とした構成を説明する
平面図。
【図１２】印刷模様（２’’）の視認状態について説明する模式図及び平面図。
【図１３】媒体（Ｓ３）の作製装置（Ｍ）を示すブロック図。
【図１４】印刷模様（２’’）を有する媒体（Ｓ３）の作製方法を示すフローチャート。
【図１５】色分解ステップＳＴ２を説明する模式図。
【図１６】位置座標の設定を説明する模式図。
【図１７】隠ぺい用カモフラージュ画像データ（７Ｄ）の作製工程を示す模式図。
【図１８】印刷模様（２’’）の色分解を示す模式図。
【図１９】カモフラージュ画像データ作製ステップＳＴ５を示す模式図。
【図２０】カモフラージュ画像データ（３Ｄ）及び潜像画像データ（６Ｄ）を示す模式図
。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明の実施形態について図面を用いて説明する。しかしながら、本発明は、以下に述
べる実施するための形態に限定されるものではなく、特許請求の範囲の記載における技術
的思想の範囲内であれば、その他色々な形態が実施可能である。
【００１８】
　図１は、本発明における偽造防止媒体（以下、「媒体」という。）（Ｓ１）の一実施例
を示す平面図である。
【００１９】
　媒体（Ｓ１）は、例えば、紙幣、証券、パスポート、身分証明書等の貴重印刷物であり
、
紙、プラスチックカード等の印刷可能な基材（１）上における少なくとも一部のインキ受
理領域（Ｚ）内に、基材（１）と異なる色の印刷模様（２）を有している。印刷模様（２
）は、拡散反射光下では、一つの画像として視認されるが、正反射光下で視認可能となる
、秘匿情報を有している。なお、本発明では、正反射時における反射光を「正反射光」と
いう。
【００２０】
　図２は、印刷模様（２）を説明する平面図である。印刷模様（２）は、文字、数字、模
様等の有意味情報を表しており、図２では、四角形状を表している。印刷模様（２）は、
インキ受理領域（Ｚ）内に、カモフラージュ画像（３）と潜像画像（６）が積層して成る
。
【００２１】
　インキ受理領域（Ｚ）とは、印刷模様（２）を形成するインキを拡散させる領域であり
、例えば、多孔質の体質顔料を主体とした塗布液を塗工することで形成される。図３は、
図２のＸ１－Ｘ１’におけるインキ受理領域（Ｚ）の断面を説明する模式図である、図３
（ａ）に示すように、インキ受理領域（Ｚ）を有しない基材（１）上に、印刷模様（２）
を印刷した場合、印刷模様（２）を形成するインキは、基材（１）上に付着したのち、硬
化する。
【００２２】
　一方、図３（ｂ）に示すように、インキ受理領域（Ｚ）を有する基材（１）上に、印刷
模様（２）を印刷した場合、印刷模様（２）を形成するインキは、基材（１）上に付着し
、インキ受理領域（Ｚ）の内部に分散したのち、硬化する。
【００２３】
　原理についての詳細は後述するが、本発明では、積層構造とすることで、積層箇所とそ
の他の箇所で、インキ受理領域（Ｚ）内における印刷回数が異なる。印刷回数とは、イン
キ受理領域（Ｚ）にインキを付着させて、硬化させる回数のことであり、以下、「印刷回
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数」という。それにより、拡散反射光下では一つの画像として視認される印刷模様（２）
が、正反射光下では、インキ受理領域（Ｚ）内において、他の箇所と印刷回数が異なる潜
像画像（６）が視認可能となる。よって、印刷模様（２）は、インキ受理領域（Ｚ）内に
形成する必要がある。
【００２４】
　インキ受理領域（Ｚ）を生成する多孔質の体質顔料としては、例えば、アルミナ白、タ
ルク、炭酸カルシウム、硫酸バリウム、硫酸カルシウム、ケイソウ土、ケイ酸カルシウム
等の白色顔料が挙げられ、これら体質顔料１０～２５重量％を、例えばオフセット用メジ
ウム（ロジン変性フェノール樹脂、大豆油、亜麻仁油、鉱物油等ビヒクルにドライヤーや
酸化抑制剤等の添加剤から成る）に分散させたオフセットインキで印刷し、厚さ１～５μ
ｍ程度のインキ受理領域（Ｚ）とすることができる。
【００２５】
　上記オフセット用メジウムに代え、グラビア用メジウム、あるいはスクリーン印刷用、
ロールコート用等とし、それぞれの方式で印刷又は塗工することも、可能である。
【００２６】
　次に、カモフラージュ画像（３）と潜像画像（６）のそれぞれの構成について説明する
。図４は、カモフラージュ画像（３）及び潜像画像（６）の構成を示す平面図である。図
４（ａ１）に示すカモフラージュ画像（３）は、模様部（４）と、模様部（４）の周囲に
配置された背景部（５）から成る。
【００２７】
　カモフラージュ画像（３）は、模様部（４）と背景部（５）の濃度又は色が異なること
で、文字、数字、模様等の有意味情報を表しており、図４（ａ１）では、模様部（４）に
より文字「Ｐ」を表している。
【００２８】
　図４（ａ２）の拡大図に示すように、カモフラージュ画像（３）は、基材（１）とは異
なる色のインキで形成されたカモフラージュ要素（３ａ）が万線状に配置されてなるか、
又は、図３（ａ３）の拡大図に示すように、カモフラージュ要素（３ａ）がマトリックス
状に配置されてなる。
【００２９】
　模様部（４）は、基材（１）と異なる色の少なくとも第１のインキで形成される。カモ
フラージュ要素（３ａ）及び後述する潜像要素（６ａ）を配置するピッチは、印刷模様（
２）の大きさ、印刷方式、要素の幅（Ｗ３）を考慮し、３０００μｍ以下の範囲内で適宜
設定される。
【００３０】
　ピッチが３０００μｍを超える場合には、ピッチが小さい場合と比べ、基材（１）が多
く露出する。よって、用いる基材（１）によっては、基材（１）の正反射光における拡散
性が影響することで、潜像画像（６）の視認性が低下し、好ましくない。
【００３１】
　なお、図４では、カモフラージュ要素（３ａ）は一定ピッチで配置されているが、前述
した範囲内であれば、一部異なるピッチとすることも可能である。
【００３２】
　カモフラージュ要素（３ａ）を配置するピッチを１００μｍ未満とした場合は、図５に
示すように、複数配置されたカモフラージュ要素（３ａ）は、隙間なく配置されることか
ら、肉眼では、カモフラージュ画像（３）を形成する模様部（４）及び背景部（５）は、
いずれもベタ領域として視認される。
【００３３】
　カモフラージュ要素（３ａ）の画線幅（Ｗ３）と、後述する潜像要素（６ａ）の画線幅
（Ｗ４）は、それぞれ２０～２０００μｍの範囲内で適宜設定することが可能である。
【００３４】
　各要素（３ａ、４ａ）の画線幅（Ｗ３、Ｗ４）が、２０μｍ未満の場合は、用いるイン
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キの濃度によっては印刷模様（２）の視認性が悪くなる。また、模様部（４）及び潜像画
像（６）を積層して配置しづらくなり、好ましくない。
【００３５】
　各要素（３ａ、４ａ）の画線幅（Ｗ３、Ｗ４）が、２０００μｍを超える場合は、積層
して配置された模様部（４）及び潜像画像（６）と、背景部（５）の拡散性の差が肉眼で
視認可能となり好ましくない。
【００３６】
　背景部（５）は、模様部（４）の周囲に配置された領域であり、基材（１）と異なる色
の少なくとも第２のインキで形成される。背景部（５）は、拡散反射光下では、潜像画像
（６）と同一形状、かつ、同じ大きさの模様部（４）の形状を隠ぺいするために、模様部
（４）の周囲に配置する必要がある。
【００３７】
　模様部（４）と背景部（５）を形成するインキの色は、等色でも異なっていても良いが
、潜像画像（６）を、拡散反射光下で隠ぺいするために、模様部（４）と潜像画像（６）
が積層されたところと、背景部（５）を等色とする必要がある。
【００３８】
　例えば、模様部（４）を形成する青色とし、潜像画像（６）を黄色とした場合、背景部
（５）は、模様部（４）と潜像画像（６）である青色と黄色が積層したところと等色の緑
色とする。カモフラージュ画像（３）と潜像画像（６）を積層した場合、二度刷りで形成
された模様部（４）及び潜像画像（６）は、緑色で視認される。また、一度刷りで形成さ
れた背景部（５）も緑色で視認される。なお、一度刷りとは、印刷回数が一回のことをい
い、二度刷りとは、印刷回数が二回のことをいう。よって、印刷模様（２）は全体が一様
な緑色として視認可能となり、潜像画像（６）が隠ぺいされる。各インキは、複数種類の
インキから成る構成でも良い。
【００３９】
　また、印刷模様（２）を１種類のインキで形成する場合には、模様部（４）と潜像画像
（６）を積層した色と、背景部（５）の色を等色とするために、模様部（４）と潜像画像
（６）を積層した濃度と、背景部（５）の濃度を同じ濃度とする。
【００４０】
　例えば、模様部（４）を形成する第１のインキ、背景部（５）を形成する第２のインキ
及び潜像画像（６）を形成する第３のインキを、同じ色の１種類のインキで形成する場合
、模様部（４）を濃度５０で形成し、潜像画像（６）を濃度５０で形成し、背景部（５）
を濃度１００で形成する。それにより、カモフラージュ画像（３）と潜像画像（６）を積
層した場合、全体が濃度１００の一様な青色として視認可能となる。
【００４１】
　さらに、模様部（４）と背景部（５）を形成するインキは、蛍光材料を含んでいても良
い。蛍光材料とは、紫外線又は赤外線を照射した際に可視発光をする蛍光顔料又は蛍光染
料のことである。蛍光材料をインキに含むことで、前述した正反射光下で潜像画像（６）
が視認可能となる効果に加え、蛍光材料の励起光下においては、模様部（４）又は背景部
（５）が蛍光発光して視認可能となる。
【００４２】
　模様部（４）と背景部（５）を形成するインキは、インキ受理領域（Ｚ）に定着するこ
とが可能なインキであれば良く、例えばレーザ・プリンタで使用されるトナー、インクジ
ェット・プリンタで使用されるプロセスインキとする。
【００４３】
　模様部（４）と背景部（５）の配置については、図３で示した配置に限らず、拡散反射
光下で、潜像画像（６）と同一形状の模様部（４）の形状が隠ぺい可能な配置であれば、
適宜設定することが可能である。
【００４４】
　図６は、模様部（４）と背景部（５）の配置の一例を示す平面図である。図６（ａ）に
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示すように、模様部（４）の一部と隣接するように、背景部（５）を配置してもよい。ま
た、図６（ｂ）に示すように、模様部（４）は一つに限らず、複数配置しても良い。さら
には、図６（ｃ）に示すように、背景部（５）の周囲に模様部（４）を配置する、図４と
は逆の配置としても良い。
【００４５】
　図４（ｂ１）に示す潜像画像（６）は、正反射光下で視認可能となる画像であり、模様
部（４）と同一形状、かつ、同じ大きさである。視認についての詳細は後述するが、模様
部（４）の上又は下に、同一形状の潜像画像（６）を一致するように積層して配置し、そ
の周囲に背景部（５）を毛抜き合わせで配置することで、拡散反射光下では、積層して配
置された模様部（４）及び潜像画像（６）と、その周囲の背景部（５）が等色に視認され
ることで、潜像画像（６）を隠ぺいすることが可能となる。
【００４６】
　一方、正反射光下では、積層して配置した模様部（４）及び潜像画像（６）と、その周
囲の背景部（５）で、基材（１）への印刷回数が異なることで、同一入射光に対する反射
光の差により潜像画像（６）が視認可能となる。
【００４７】
　図４（ｂ２）の拡大図に示すように、潜像画像（６）は、基材（１）と異なる色の少な
くとも第３のインキで形成された潜像要素（６ａ）が万線状に配置されてなるか、又は、
図４（ｂ３）の拡大図に示すように、潜像要素（６ａ）がマトリックス状に配置されてな
る。カモフラージュ画像（３）と潜像画像（６）を形成するインキは、同じ色でも異なる
色でも良い。以下、カモフラージュ画像（３）と潜像画像（６）が同じ色のインキとして
説明する。
【００４８】
　本発明において、カモフラージュ要素（３ａ）及び潜像要素（６ａ）は、それぞれが画
線、点、画素の少なくとも一つ又はそれぞれの組合せである。図７は、カモフラージュ要
素（３ａ）及び潜像要素（６ａ）の形状を示す図であり、一例としてカモフラージュ要素
（３ａ）を示す平面図である。
【００４９】
　画線とは、図７（ａ）、図７（ｂ）、図７（ｃ）及び図７（ｄ）に示すような、直線、
破線、波線又は破線状の波線のことである。点とは、網目スクリーン、コンタクトスクリ
ーン等により、印刷物上に構成された点である。点及び後述する画素は、直線状又は波線
状に複数配置されて、点群又は画素群を形成する。
【００５０】
　点群又は画線群と成ることで画線状に構成されたカモフラージュ要素（３ａ）が、万線
状に配置されることで、図４（ａ１）に示すカモフラージュ画像（３）となる。点形状は
、円形ドットに限定されるものではなく、ランダムドットや本出願人が先に出願した特開
平１１－２６８２２８号公報で提案している特殊網点生成法を用いて意匠性を加味した入
力画像を網点（ハーフトーンスクリーン）から成る、連続階調網点に変換した自由度のあ
る特殊網点形状を用いても良い。
【００５１】
　画素とは、図形、文字等の二次元画像を縦横の線で分割した、その最小単位のことであ
る。画素形状は、図７（ｅ）、図７（ｆ）、図７（ｇ）、図７（ｈ）、図７（ｉ）及び図
７（ｊ）に示すような、円形状、楕円形状、多角形状、文字形状のことである。図７（ｈ
）に示した文字形状は、一般的に微小文字又は特殊網点と呼ばれるが、本発明では画素と
する。さらに、図７（ｉ）及び図７（ｊ）に示すように、要素は、画線、点及び画素をそ
れぞれ組み合わせても良い。
【００５２】
　なお、積層して配置される、模様部（４）と潜像画像（６）を構成する要素は、同じ形
状の要素で形成することが好ましい。模様部（４）と潜像画像（６）を、異なる形状の要
素で形成した場合、拡散反射光下において、潜像画像（６）が視認可能となってしまう恐
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れがあり好ましくない。以下、本実施形態についてはカモフラージュ要素（３ａ）及び潜
像要素（６ａ）を、図７（ａ）に示す直線状の画線として説明する。
【００５３】
　次に、積層して配置された模様部（４）及び潜像画像（６）と、その周囲の背景部（５
）が、印刷回数が異なることで、拡散性に差が生じる原理について説明する。
【００５４】
　図８は、積層して配置された模様部（４）及び潜像画像（６）と、背景部（５）の拡散
性の差を示す模式図であり、図８（ａ）は、図２のＸ１－Ｘ１’断面における拡大図であ
る。なお、本実施形態における拡散性とは、拡散反射光を入射した際の反射光のことであ
る。よって、拡散性に差が生じるとは、同じ角度から、同じ光量の拡散反射光を入射した
際に、反射光量が異なることをいう。以下、同じ角度から同じ光量の拡散反射光を入射す
ることを、同一入射光という。
【００５５】
　図８（ａ）に示すように、印刷模様（２）は、基材（１）上に形成したインキ受理領域
（Ｚ）内に、模様部（４）及び背景部（５）を印刷したのち、模様部（４）の上に、潜像
画像（６）を印刷することで形成される。つまり、印刷模様（２）内において、一度刷り
で形成された領域と、二度刷りにより形成された領域が混在する。図８（ａ）に示すよう
に、一度刷りで形成された背景部（５）は、インキ受理領域（Ｚ）内において、インキが
散乱することなく付与されている。
【００５６】
　なお、本発明における散乱するとは、インキ受理領域（Ｚ）の厚み（ｈ１）に対して、
縦方向にインキが分布しているか否かのことをいう。背景部（５）は、厚み（ｈ１）に対
して、縦方向の同じ位置にインキが分布していることから、散乱していないとする。
【００５７】
　一方、二度刷りにより形成された、模様部（４）及び潜像画像（６）が積層して配置さ
れた領域は、インキ受理領域（Ｚ）内でのインキの分布が散乱する。具体的には、インキ
受理領域（Ｚ）の厚み（ｈ１）に対して、縦方向の異なる位置にインキが分布しているこ
とから、散乱しているとする。
【００５８】
　図８（ｂ１）に示すように、一度刷りで形成された背景部（５）に対し、蛍光灯等の光
源（Ｒ１）を４５度（α１）で照射した場合、正反射時となる４５度付近（α２）で、強
い反射光（Ｒ２）を返す。これは、インキ受理領域（Ｚ）内で、インキが散乱していない
ことから、入射光に対して光が拡散することなく、反射されるためである。
【００５９】
　一方、図８（ｂ２）に示すように、二度刷りで形成された、模様部（４）及び潜像画像
（６）が積層して配置された領域に対し、図８（ｂ１）と同様に光源（Ｒ１）を４５度（
α１）で照射した場合、正反射時に弱い光（Ｒ２）を返す。これは、インキ受理領域（Ｚ
）内で、インキの分布が散乱されることに起因して、正反射時に光が拡散されるためであ
る。つまり、二度刷りで形成された、模様部（４）及び潜像画像（６）が積層して配置さ
れた領域が、一度刷りで形成された背景部（５）より、正反射光下では拡散性が高いこと
から、同一入射光に対する反射光量に差が生じる。
【００６０】
　よって、本発明の印刷模様（２）は、正反射光下において、一度刷りで形成された背景
部（５）と、二度刷りで形成された、模様部（４）及び潜像画像（６）が積層して配置さ
れた領域の拡散性が異なることで、同一入射光に対する反射光量の差が生じ、一度刷りで
形成された背景部（５）が、二度刷りで形成された、模様部（４）及び潜像画像（６）が
積層して配置された領域より明るく視認されることで、明暗差により潜像画像（６）が視
認可能となる。
【００６１】
　なお、本発明の印刷模様（２）は、背景部（５）を一度刷りで形成し、積層して配置さ
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れた模様部（４）及び潜像画像（６）を二度刷りで形成したものとして説明したが、印刷
回数に差があればこれに限定されず、例えば、背景部（５）を二度刷りで形成し、模様部
（４）及び潜像画像（６）を三度刷りで形成しても良い。
【００６２】
　また、模様部（４）と潜像画像（６）が積層して配置されていれば、その積層順に限定
はなく、潜像画像（６）の上に模様部（４）を積層した構成としても良い。
【００６３】
　次に、図９を用いて、以上の構成から成る印刷模様（２）の視認状態について説明する
。図９（ａ１）及び図９（ａ２）は、図２に示す印刷模様（２）を、拡散反射光下で観察
した際の模式図及び平面図であり、図９（ｂ１）及び図９（ｂ２）は、図２の印刷模様（
２）を、正反射光下で観察した際の模式図及び平面図である。
【００６４】
　図９において、カモフラージュ画像（３）及び潜像画像（６）を、同じ色の有色インキ
で形成した場合、図９（ａ１）に示すように、拡散反射光下で媒体（Ｓ１）を観察した際
、積層して配置された模様部（４）及び潜像画像（６）と、その周囲である背景部（５）
は同じ色のインキで形成していることから、肉眼では等色で視認され、潜像画像（６）と
背景部（５）を区別して視認することができない。よって、図９（ａ２）に示すように、
印刷模様（２）は、一様な濃度を有する画像として視認される。
【００６５】
　また、図９（ｂ１）に示すように、媒体（Ｓ１）を正反射光下で観察した場合には、前
述のとおり一度刷りで形成した背景部（５）は、拡散性が低いことから、明るく視認され
る。一方、二度刷りで形成した模様部（４）及び潜像画像（６）が積層した領域は、背景
部（５）と比べて拡散性は高いことから、暗く視認される。よって、正反射光下では、図
９（ｂ２）に示すように、明暗の差により、潜像画像（６）である文字「Ｐ」が視認可能
となる。
【００６６】
　以上、媒体（Ｓ１）は、インキ受理領域上に一度刷りと二度刷りというように、潜像画
像（６）とその周囲の背景部（５）で印刷回数を異ならせて形成することで、拡散性の差
により潜像画像（６）が視認可能となる。よって、インキ及び印刷機に限定することなく
媒体（Ｓ１）を形成することが可能なため、傾けることで潜像画像が出現する従来の印刷
物と比べ、非常に安価で簡易に作製することが可能となる。
【００６７】
　次に、印刷模様（２）の他の構成について説明する。
【００６８】
　図１０は、印刷模様（２）の他の構成を説明する平面図である。前述した印刷模様（２
）は、図２に示したように、カモフラージュ画像（３）及び潜像画像（６）を単色のイン
キで形成していたが、各画像を複数色のインキで形成しても良い。
【００６９】
　図１０に示す印刷模様（２’）は、有意味情報である文字「Ｊ」の有意味領域（２ａ）
の周囲に、有意味領域（２ａ）とは異なる色の背景領域（２ｂ）を有する構成である。印
刷模様（２’）は、拡散反射光下では、有意味領域（２ａ）のである赤色の文字「Ｊ」と
、青色の背景領域（２ｂ）から成る一つの画像として視認されるが、前述した印刷模様（
２）と同様に、インキ受理領域（Ｚ）内に、カモフラージュ画像（３’）と潜像画像（６
’）が積層して成る。
【００７０】
　カモフラージュ画像（３’）は、模様部（４’）と、模様部（４’）の周囲に配置され
た背景部（５’）から成り、模様部（４’）と背景部（５’）の濃度又は色が異なること
で、文字、数字、模様等の有意味情報を表しており、図１０では、模様部（４’）により
文字「Ｐ」を表している。また、潜像画像（６’）は、正反射光下で視認可能となる画像
であり、その形状は、模様部（４）と同一形状である。
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【００７１】
　潜像画像（６’）を、拡散反射光下で隠ぺいするために、模様部（４’）と潜像画像（
６’）を積層した色と、背景部（５’）の色を等色とする必要がある。なお、本発明にお
いては、積層して配置された、模様部（４’）及び潜像画像（６’）と、その周囲である
背景部（５’）の色の差が、印刷模様（２’）において肉眼で識別できない状態において
も、等色で視認されているという。
【００７２】
　よって、潜像画像（６’）は、前述した印刷模様（２）と同様に、模様部（４’）と潜
像画像（６’）が積層した箇所と、背景部（５’）を等色に形成する。
【００７３】
　例えば、印刷模様（２’）が、濃度１００の赤色である有意味領域（２ａ）と、青色の
濃度１００である背景領域（２ｂ）で形成された場合、模様部（４’）のうち、潜像画像
（６’）と積層して有意味領域（２ａ）に成る箇所（４ａ’）は、濃度５０の赤色とし、
潜像画像（６’）と積層して背景領域（２ｂ）に成る箇所（４ｂ’）は、濃度５０の青色
とする。
【００７４】
　また、背景部（５’）のうち、有意味領域（２ａ）の一部と成る箇所（５ａ’）は、赤
色の濃度１００とし、背景領域（２ｂ）の一部と成る箇所（５ｂ’）は、青色の濃度１０
０とする。
【００７５】
　さらに、潜像画像（６’）のうち、模様部（４’）と積層して有意味領域（２ａ）と成
る箇所（６ａ’）は、赤色の濃度５０で形成し、模様部（４’）と積層して背景領域（２
ｂ）と成る箇所（６ｂ’）は、青色の濃度５０で形成する。それにより、カモフラージュ
画像（３’）と潜像画像（６’）を積層した場合、拡散反射光下にでは、赤色の濃度１０
０の有意味領域（２ａ）と青色の濃度１００の背景領域（２ｂ）から成る印刷模様（２’
）が視認される。
【００７６】
　また、媒体（Ｓ２）を正反射光下で観察した場合には、一度刷りで形成した背景部（５
’）は、拡散性が低いことから、明るく視認され、二度刷りで形成した模様部（４’）及
び潜像画像（６’）が積層した領域は、背景部（５’）と比べて拡散性は高いことから、
暗く視認される。
【００７７】
　よって、正反射光下では、印刷模様（２’）内に明暗の差により潜像画像（６’）であ
る文字「Ｐ」が視認可能となる。
【００７８】
　以上、拡散反射光下で視認される有意味情報と、潜像画像（６’）の形状を異ならせる
ことで、拡散反射光下と正反射光下において、画像がチェンジする構成とすることが可能
である。
【００７９】
　なお、図１０では、印刷模様（２’）は、赤色のインキから成る、文字「Ｊ」形状の有
意味領域（２ａ）と、青色のインキから成る背景領域（２ｂ）で構成したが、これに限ら
ず、一度刷りの背景部（５’）と、二度刷りの模様部（４’）及び潜像画像（６’）が、
正反射光下で拡散性が異なる構成であれば、顔画像、風景等の階調画像や、複数色のイン
キを用いたカラー画像等、所望の画像とすることが可能である。
【００８０】
　次に、印刷模様（２）を階調画像とした構成について説明する。
【００８１】
　図１１は、印刷模様（２’’）及び潜像画像（６’’）を、いずれも階調画像とした構
成を説明する平面図である。
【００８２】
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　図１１に示す印刷模様（２’’）は、イエロー、マゼンタ及びシアンの三色のインクジ
ェットインクから成る、カラーの階調画像である。印刷模様（２’’）は、拡散反射光下
では、カラー画像である薔薇の花が視認されるが、前述した印刷模様（２、２’）と同様
に、一度刷りで形成された領域と、二度刷りで形成された領域とに区分けされる。
【００８３】
　印刷模様（２’’）をカラーの階調画像とし、潜像画像（６’’）を階調画像とした場
合、カモフラージュ画像（３’’）は、模様部（４’’）と背景部（５’’）の間に、模
様部（４’’）と隣接して、さらに階調カモフラージュ部（７）を配置する。
【００８４】
　階調カモフラージュ部（７）は、拡散反射光において、背景部（５’’）と拡散性が同
じであり、基材（１）及び背景部（５’’）と異なる色の少なくとも第４のインキで形成
されている。
【００８５】
　それにより、拡散反射光下において、背景部（５’’）と階調カモフラージュ部（７）
は区別して視認することができず、模様部（４’’）の周囲に形成された、カラーの階調
を有する一つの背景領域として視認される。また、積層して配置された、模様部（４’’
）及び潜像画像（６’’）は、その周囲である階調カモフラージュ部（７）及び背景部（
５’’）と拡散性が異なることで、前述した印刷模様（２、２’）と同様に、潜像画像（
６’’）が視認される。
【００８６】
　次に、図１２を用いて、印刷模様（２’’）の視認状態について説明する。図１２（ａ
１）及び図１２（ａ２）は、図１１に示す印刷模様（２’’）を、拡散反射光下で観察し
た際の模式図及び平面図であり、図１２（ｂ１）及び図１２（ｂ２）は、図１１の印刷模
様（２’’）を、正反射光下で観察した際の模式図及び平面図である。
【００８７】
　図１２（ａ２）に示すように、拡散反射光下において媒体（Ｓ３）を観察した際、背景
部（５’’）、階調カモフラージュ部（７）及び模様部（４’’）は、いずれも拡散性が
同じことから、肉眼では区別して視認することができない。よって、図１２（ａ２）に示
すように、印刷模様（２’’）は、カラーの階調画像として視認される。
【００８８】
　また、図１２（ｂ１）に示すように、媒体（Ｓ３）を正反射光下で観察した場合には、
前述のとおり一度刷りで形成した背景部（５’’）と階調カモフラージュ部（７）は、拡
散性が同じであることから、同じ明るさで視認される。一方、二度刷りで形成した模様部
（４’’）及び潜像画像（６’’）が積層した領域は、背景部（５’’）及び階調カモフ
ラージュ部（７）と比べて拡散性は高いことから、暗く視認される。
【００８９】
　よって、正反射光下では、図１２（ｂ２）に示すように、明暗の差により、階調画像で
ある潜像画像（６’’）が、印刷画像（２’’）内に視認可能となる。
【００９０】
　次に、前述した媒体（Ｓ３）の作製方法について説明する。
【００９１】
図１３は、媒体（Ｓ３）の作製装置（Ｍ）を示すブロック図である。作製装置（Ｍ）は、
入力部（Ｕ１）、編集部（Ｕ２）、記憶部（Ｕ３）及び印刷部（Ｕ４）を少なくとも備え
ている。
【００９２】
　入力部（Ｕ１）は、媒体（Ｓ３）の作製に必要なデータを取得し、編集部（Ｕ２）に送
る手段である。
【００９３】
　編集部（Ｕ２）は、送られたデータを記憶部（Ｕ３）に格納するとともに、媒体（Ｓ３
）の作製に必要な演算処理、画像処理等のすべてを行い、得られた結果を印刷部（Ｕ４）
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に送る。
【００９４】
　記憶部（Ｕ３）は、媒体（Ｓ３）の作製に必要なデータを、編集部（Ｕ２）の演算に必
要な各種データ及びその演算結果を記憶する手段である。
【００９５】
　印刷部（Ｕ４）は、編集部（Ｕ２）から与えられたデータを、印刷して媒体（Ｓ３）を
得る手段である。印刷部（Ｕ４）には、前述したインキ受理領域（Ｚ）へインキを印刷す
ることが可能な、レーザ・プリンタ、インクジェット・プリンタ、オフセット印刷機等の
印刷装置を用いる。
【００９６】
　媒体（Ｓ３）は、前述した入力部（Ｕ１）、編集部（Ｕ２）、記憶部（Ｕ３）及び印刷
部（Ｕ４）により作製することが可能だが、画像データを用いて媒体（Ｓ３）を印刷する
ために、さらに、通信インタフェース（Ｕ５）及び表示体（Ｕ６）を備えることも可能で
ある。
【００９７】
　通信インタフェース（Ｕ５）は、図示されていないコンピュータ端末と編集部（Ｕ２）
とを接続し、必要に応じてコンピュータ端末と編集部（Ｕ２）との間で情報の転送を行う
。例えば、通信インタフェース（Ｕ５）により、あらかじめ登録された外部のデータベー
スサーバから画像、テキスト等、媒体（Ｓ３）の作製に必要な各種データを得ることが可
能である。
【００９８】
　表示部（Ｕ６）は、入力されたデータ、演算結果等、媒体（Ｓ３）の作製に必要なデー
タ及び入力条件、コマンド等、作製者に必要な情報を表示する手段であり、例えばＣＲＴ
、液晶ディスプレイ等を少なくとも一つ有する。
【００９９】
　図１３の作製装置（Ｍ）を用いて、図１１に示す、カラーの階調画像である印刷模様（
２’’）を有する媒体（Ｓ３）を作製する方法について、その手順を示した図１４のフロ
ーチャートを用いて説明する。
【０１００】
　まず、画像データ取得ステップＳＴ１として、印刷模様（２’’）の原画像である印刷
模様データ（２Ｄ）と、潜像画像（６’’）の原画像である潜像画像データ（６Ｄ）を、
それぞれ作製する。
【０１０１】
　なお、本実施の形態で、データはいずれも記憶部（Ｕ３）内に格納されているものであ
るが、詳細に説明するために、以下模式的に図面に記載する。
【０１０２】
　まず、印刷模様（２’’）の画像データを取得するために、印刷模様（２’’）の原画
像である印刷模様データ（２Ｄ）と、潜像画像（６’’）の原画像である潜像画像データ
（６Ｄ）を編集部（Ｕ２）が作製するか、又はあらかじめ作製及び／又は取得した印刷模
様データ（２Ｄ）を入力部（Ｕ１）より取得し、編集部（Ｕ２）を介して記憶部（Ｕ３）
に格納する。
【０１０３】
　印刷模様（２’’）は、前述のとおり、カラーの階調画像であり、潜像画像（６’’）
は、印刷模様（２’’）に積層して形成する階調画像である。
【０１０４】
　なお、本実施形態では、入力部（Ｕ１）で取得する場合と、編集部（Ｕ２）で作製する
場合を併せて説明する際には、入力部（Ｕ１）及び編集部（Ｕ２）により作製するものと
して説明する。
【０１０５】
　入力部（Ｕ１）により取得した原画像が、ビットマップによる二値画像データ又はアウ
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トライン図形データ（以下、「デジタルデータ」とする。）でない場合には、デジタルデ
ータへ変換する必要があるため、編集部（Ｕ２）では、原画像をデジタルデータへ変換す
るデータ変換手段をさらに有することが必要となる。
【０１０６】
　よって、入力部（Ｕ１）は、印刷模様（２’’）の原画像である印刷模様データ（２Ｄ
）を取得する入力部（Ｕ１）と、取得した原画像をデジタルデータに変換するデータ変換
手段を一つの機器内に備えたスキャナ等の読取機器又はデジタルカメラ、ビデオカメラ、
携帯端末等の撮像機器であることが、好ましい。データ変換手段を備えた入力部（Ｕ１）
とすることで、画像の取得とデジタルデータへの変換を一度に行うことが可能となる。
【０１０７】
　また、あらかじめ作製及び／又は取得した画像データを印刷模様データ（２Ｄ）として
用いる場合、入力部（Ｕ１）は、あらかじめ作製及び／又は取得した原画像を既にデジタ
ルデータとして記録してあるＣＤ－ＲＯＭ、ＦＤ、ＵＳＢメモリ等の情報記録媒体からデ
ジタルデータを取得するＭＯドライブ、ＣＤ－ＲＯＭドライブ、ＦＤドライブ、イメージ
カードリーダ等の入出力機器としても良い。
【０１０８】
　この場合、前述のとおり、原画像は既にデジタルデータ化されているため、編集部（Ｕ
２）を介す必要はない。よって、原画像を入力部（Ｕ１）により取得した後、編集部（Ｕ
２）を介すことなく、記憶部（Ｕ３）に格納する。　
【０１０９】
　画像データにおける画素とは、格子状に配列して画像データを形成する点のことであり
、色に関する情報を数値として持つものである。画素により画像を形成する画像形式は、
ＴＩＦＦ形式、ＢＭＰ形式等画素により画像を形成可能であれば画像形成に制限はない。
いずれの作製又は取得方法においても、記憶部（Ｕ３）に格納した画像データは複数の画
素から構成される。
【０１１０】
　なお、本発明の媒体（Ｓ３）は、印刷模様（２’’）内に、潜像画像（６’’）を隠ぺ
いさせる必要があることから、印刷模様データ（２Ｄ）を、潜像画像データ（６Ｄ）より
画像サイズが大きいデータとする。よって、作製した印刷模様データ（２Ｄ）と潜像画像
データ（６Ｄ）の画像サイズは、編集部（Ｕ２）により、適宜設定を行う。
【０１１１】
　次に、色分解ステップＳＴ２として、図１５に示すように、編集部（Ｕ２）で、印刷模
様データ（２Ｄ）を色分解し、複数の分解画像データ（２ＣＤ、２ＤＭ、２ＤＹ）を作製
する。作製した複数の分解画像データ（２ＣＤ、２ＤＭ、２ＤＹ）は、記憶部（Ｕ３）に
格納する。
【０１１２】
　本発明における色分解とは、印刷模様データ（２Ｄ）を多色印刷可能なデジタルデータ
へ変換することであり、例えば、ＣＭＹ分解として、編集部（Ｕ２）で、印刷模様データ
（２Ｄ）を、シアン、マゼンタ及びイエローの３種類のデータである、シアン分解画像デ
ータ（２ＤＣ）、マゼンタ分解画像データ（２ＤＭ）及びイエロー分解画像データ（２Ｄ
Ｙ）へと変換することである。
【０１１３】
　なお、シアン、マゼンタ及びイエローにブラックを加え、ＣＭＹＫ分解として、シアン
分解画像データ（２ＤＣ）、マゼンタ分解画像データ（２ＤＭ）、イエロー分解画像デー
タ（２ＤＹ）及び図示しないブラック分解画像データへと変換しても良い。さらには、特
色分解として、シアン、マゼンタ、イエロー及びブラック以外の特色の各分解画像データ
へと変換しても良い。
【０１１４】
　色分解は、画像処理ソフトウェア（例えば、アドビ社製Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐ）を用いる
ことが可能である。また、特色分解は、特色分解装置（例えば、ＢＡＲＣＯ社の特色分解
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装置）を用いることが可能である。以下、本発明においては、色分解をＣＭＹ分解とし、
シアン分解画像データ（２ＤＣ）、マゼンタ分解画像データ（２ＤＭ）及びイエロー分解
画像データ（２ＤＹ）へと変換することとして説明する。
【０１１５】
　次に、隠ぺい用カモフラージュ画像データ作製ステップＳＴ３として、編集部（Ｕ２）
で、各分解画像データ（２ＣＤ、２ＤＭ、２ＤＹ）のうち、潜像画像（６’’）を隠ぺい
させる隠ぺい分解画像データと、潜像画像データ（６Ｄ）を重ねて、隠ぺい分解画像デー
タ内における、潜像画像データ（６Ｄ）との重複箇所を除去し、隠ぺい用カモフラージュ
画像データ（７Ｄ）を作製する。
【０１１６】
　まず、編集部（Ｕ２）で、各分解画像データ（２ＣＤ、２ＤＭ、２ＤＹ）及び潜像画像
データ（６Ｄ）を、複数の画像データを用いて画像処理可能なデータとするために、各分
解画像データ（２ＣＤ、２ＤＭ、２ＤＹ）に対して共通する位置情報である、位置座標を
設定する。
【０１１７】
　まず、シアン分解画像データ（２ＤＣ）に対して少なくとも三点を、基準点として設定
する。図１６では、シアン分解画像データ（２ＤＣ）の四隅のうち、三点（Ｐ１、Ｐ２、
Ｐ３）を基準点として設定する。なお、シアン分解画像データ（２ＤＣ）は複数の画素か
ら構成されていることから、点とは、一つの画素のことをいう。
【０１１８】
　シアン分解画像データ（２ＤＣ）は、まず、一つ目の基準点（Ｐ１）をゼロ点（０，０
）の座標として設定した後、一つ目の基準点（Ｐ１）からＸ方向へ、Ｘ１の距離にある点
を二つ目の基準点（Ｐ２）とし、さらに、一つ目の基準点（Ｐ１）からＹ方向へ、Ｙ１の
距離にある点を三つ目の基準点（Ｐ３）とした。
【０１１９】
　このように、Ｐ１、Ｐ２及びＰ３を、シアン分解画像データ（２ＤＣ）における基準点
に設定する。次に、シアン分解画像データ（２ＤＣ）を構成する複数の画素に対して、ゼ
ロ点（０，０）に対する距離を示す、固有の位置情報である位置座標を設定する。
【０１２０】
　なお、ＴＩＦＦ形式、ＪＰＥＧ形式、ＢＭＰ形式等の一般的な画像形式では、画素が必
ず縦横の直交する二つの軸方向に沿って平行に配置されるという特性を持つ。よって、各
分解画像データ（２ＣＤ、２ＤＭ、２ＤＹ）を構成するすべての画素が、必ず縦横の直交
する二つの軸方向に沿って平行に配置されるという特性を持つ場合は、各分解画像データ
（２ＣＤ、２ＤＭ、２ＤＹ）の縦横方向が自明であり、回転を考慮する必要がないため、
基準点は一点のみでよい。以下、本発明では、各分解画像データ（２ＣＤ、２ＤＭ、２Ｄ
Ｙ）が、それぞれ三つの基準点を有した構成として説明する。
【０１２１】
　次に、マゼンタ分解画像データ（２ＤＭ）、イエロー分解画像データ（２ＤＹ）及び潜
像画像データ（６Ｄ）に対して、シアン分解画像データ（２ＤＣ）に設定した基準点と、
共通する位置に基準点を設定する。なお、基準点の設定方法についての詳細は、特開２０
１１－１４０２１７号において記載されていることから、省略する。基準点を設定した各
分解画像データ（２ＣＤ、２ＤＭ、２ＤＹ）は、記憶部（Ｕ３）に格納する。
【０１２２】
　なお、はじめに、シアン分解画像データ（２ＤＣ）に対して基準点を設定したのち、マ
ゼンタ分解画像データ（２ＤＭ）、イエロー分解画像データ（２ＤＹ）及び潜像画像デー
タ（６Ｄ）に対して、共通する基準点を設定したが、これに限らず、三つの分解画像デー
タ（２ＣＤ、２ＤＭ、２ＤＹ）及び潜像画像データ（６Ｄ）のうち、いずれか一つの画像
データに対して基準点を設定したのち、残りの画像データに対し、共通する位置に基準点
を設定することが、可能である。
【０１２３】
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　次に、編集部（Ｕ２）で、基準点設定後の各分解画像データ（２ＣＤ、２ＤＭ、２ＤＹ
）のうち、潜像画像（６’’）を隠ぺいさせる隠ぺい分解画像データと、潜像画像データ
（６Ｄ）を重ねて、隠ぺい分解画像データ内における潜像画像データ（６Ｄ）との重複箇
所を除去して、隠ぺい用カモフラージュ画像データ（７Ｄ）を作製する。作製した隠ぺい
用カモフラージュ画像データ（７Ｄ）は、記憶部（Ｕ３）に格納する。
【０１２４】
　図１７は、隠ぺい用カモフラージュ画像データ（７Ｄ）の作製工程を示す模式図である
。まず、潜像画像（６’’）を隠ぺいさせる隠ぺい画像データ（２ＤＣ’）を設定する。
隠ぺい画像データ（２ＤＣ’）とは、潜像画像（６’’）を拡散反射光下において、隠ぺ
いさせるために用いる画像データのことであり、前述した、三つの分解画像データ（２Ｄ
Ｃ、２ＤＭ、２ＤＹ）のうちの、一つの分解画像データのことである。
【０１２５】
　図１７（ａ）においては、一例として、潜像画像（６’’）をシアン分解画像データ（
２ＤＣ）に隠ぺいさせる構成とするため、隠ぺい画像データ（２ＤＣ’）は、シアン分解
画像データ（２ＤＣ）となる。なお、後述する手順と同様の作製方法により、他の各分解
画像データ（２ＤＭ、２ＤＹ）に隠ぺいさせることも、可能である。その場合、隠ぺい画
像データ（２ＤＣ’）は、潜像画像（６’’）を隠ぺいさせる、各分解画像データとなる
。
【０１２６】
　次に、図１７（ａ）に示す隠ぺい画像データ（２ＤＣ’）と、図１７（ｂ）に示す潜像
画像データ（６Ｄ）を重ねる。図１７（ｃ）は、隠ぺい画像データ（２ＤＣ’）と潜像画
像データ（６Ｄ）を重ねた画像データである。なお、以下、各画像データを重ねる場合、
基準点データ同士を互いに重ねていることを指すものとする。
【０１２７】
　次に、隠ぺい画像データ（２ＤＣ’）内における、潜像画像データ（６Ｄ）との重複箇
所を除去し、隠ぺい用カモフラージュ画像データ（７Ｄ）を作製する。図１１を用いて前
述したとおり、カモフラージュ画像（３’’）は、潜像画像（６’’）と同形状の模様部
（４’’）を有することで、模様部（４’’）と潜像画像（６’’）を積層して配置した
際に、潜像画像（６’’）が隠ぺいされた印刷模様（２’’）を形成することが、可能と
なる。
【０１２８】
　隠ぺい画像データ（２ＤＣ’）内における、潜像画像データ（６Ｄ）との重複箇所を除
去する処理を行うことで、潜像画像（６’’）と同一形状の模様部（４’’）を有する画
像データである隠ぺい用カモフラージュ画像データ（７Ｄ）となる。隠ぺい用カモフラー
ジュ画像データ（７Ｄ）においても、共通する位置に基準点を有している。
【０１２９】
　よって、隠ぺい用カモフラージュ画像データ（７Ｄ）における模様部（４’’）に該当
する箇所（４Ｄ）と、潜像画像（６’’）は、同一形状で同じ位置に配置されていること
から、基材（１）上に出力した際には、潜像画像（６’’）は、同一形状の模様部（４’
’）上にすべて積層して配置することが可能となる。
【０１３０】
　次に、色設定ステップＳＴ４として、編集部（Ｕ２）で、印刷模様（２’’）を形成す
るために用いる画像データである、潜像画像データ（６Ｄ）を出力する際の、色材の色を
設定し、色設定潜像画像データを作製する。作製した、各色設定画像データは、記憶部（
Ｕ３）に格納する。
【０１３１】
　色設定ステップＳＴ４では、潜像画像データ（６Ｄ）を出力する際の色材の色を、ＳＴ
３にて隠ぺい用カモフラージュ画像データ（７Ｄ）を生成した際に用いた分解画像データ
の色に設定する。
【０１３２】
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　例えば、前述したＳＴ３では、一例として、シアン分解画像データ（２ＤＣ）を基に生
成したことから、潜像画像データ（６Ｄ）を出力する際の色材の色を、シアンに設定する
。色設定後の潜像画像データ（６Ｄ）は、色設定潜像画像データ（６Ｄ’）となる。
【０１３３】
　なお、隠ぺい用カモフラージュ画像データ（７Ｄ）、マゼンタ分解画像データ（２ＤＭ
）及びイエロー分解画像データ（２ＤＹ）については、既に色情報を有していることから
、出力する際の色材の色を設定する必要はない。
【０１３４】
　次に、カモフラージュ画像データ作製ステップＳＴ５として、編集部（Ｕ２）で、隠ぺ
い用カモフラージュ画像データ（７Ｄ）と、隠ぺい用カモフラージュ画像データ（７Ｄ）
を作製する際に用いなかった、残りの二つの分解画像データを合成し、カモフラージュ画
像データ（３Ｄ）を作製する。作製した、カモフラージュ画像データ（３Ｄ）は、記憶部
（Ｕ３）に格納する。
【０１３５】
　ＳＴ２において図１５を用いて前述したように、カラーの階調画像である印刷模様（２
’’）の画像データである印刷模様データ（２Ｄ）を色分解すると、図１８に示すように
、シアン分解画像データ（２ＤＣ）、マゼンタ分解画像データ（２ＤＭ）及びイエロー分
解画像データ（２ＤＹ）の３種類の画像データとなる。
【０１３６】
　本発明では、一例として、その中の一色のシアン分解画像データ（２ＤＣ）に潜像画像
（６’’）を隠ぺいするとし、シアン分解画像データ（２ＤＣ）を基に、隠ぺい用カモフ
ラージュ画像データ（７Ｄ）と色設定潜像画像データ（６Ｄ’）を生成した。よって、隠
ぺい用カモフラージュ画像データ（７Ｄ）と、色設定潜像画像データ（６Ｄ’）を合成す
ると、シアン分解画像データ（２ＤＣ）となる。
【０１３７】
　これは、媒体（Ｓ３）についても同様のことがいえ、カラーの階調画像である印刷模様
（２’’）を色分解すると、シアン分解画像（２Ｃ）、マゼンタ分解画像（２Ｍ）及びイ
エロー分解画像（２Ｙ）の３種類の分解画像となる。本発明では、一例として、その中の
一色のシアン分解画像（２Ｃ）に潜像画像（６’’）を隠ぺいするとしたことから、シア
ン分解画像（２Ｃ）を、潜像画像（６’’）と、その他の領域であるシアン背景領域（７
Ｃ）で構成する。潜像画像（６’’）とシアン背景領域（７Ｃ）を合成すると、シアン分
解画像（２Ｃ）となる。
【０１３８】
　前述のとおり、本発明の印刷模様（２’’）は、潜像画像（６’’）のみを二度刷りで
形成することで、インキ受理領域（Ｚ）内において他の領域と拡散性が異なり、正反射光
下で観察した際に潜像画像（６’’）が視認可能となる。よって、図１８に示す潜像画像
（６’’）のみを二度刷りで形成し、他の一度刷りにより印刷模様（２’’）を形成する
ために、潜像画像（６’’）以外の画像である、マゼンタ分解画像（２Ｍ）、イエロー分
解画像（２Ｙ）及びシアン背景領域（７Ｃ）を一つの画像として出力し、その上層又は下
層に潜像画像（６’’）のみを出力する必要がある。
【０１３９】
　よって、カモフラージュ画像データ作製ステップＳＴ５では、マゼンタ分解画像（２Ｍ
）、イエロー分解画像（２Ｙ）及びシアン背景領域（７Ｃ）を一つの画像として出力する
ために、マゼンタ分解画像（２Ｍ）の基画像であるマゼンタ分解画像データ（２ＤＣ）と
、イエロー（２Ｙ）分解画像の基画像であるイエロー分解画像データ（２ＤＹ）と、シア
ン背景領域（７Ｃ）の基画像である隠ぺい用カモフラージュ画像データ（７Ｄ）を合成し
、一つの画像データとしてカモフラージュ画像データ（３Ｄ）を生成する。
【０１４０】
　図１９は、カモフラージュ画像データ作製ステップＳＴ５を示す模式図である。マゼン
タ分解画像データ（２ＤＭ）、イエロー分解画像データ（２ＤＹ）及び隠ぺい用カモフラ
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ージュ画像データ（７Ｄ）は、共通する位置に基準点（Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３）をそれぞれ有
していることから、それぞれの基準点同士を重ね合わせた後、編集部（Ｕ２）において各
画像を合成し、カモフラージュ画像データ（３Ｄ）を作製する。
【０１４１】
　図２０（ａ）は、カモフラージュ画像データ（３Ｄ）を示す模式図であり、図２０（ｂ
）は、潜像画像データ（６Ｄ）を示す模式図である。カモフラージュ画像データ（３Ｄ）
は、シアン、マゼンタ及びイエローの色情報を有しているが、模様部（４’’）に相当す
る箇所のみ、シアンの色情報を有していない。
【０１４２】
　一方、色設定潜像画像データ（６Ｄ’）は、シアンの色情報のみを有している。よって
、カモフラージュ画像データ（３Ｄ）と色設定潜像画像データ（６Ｄ’）を積層して出力
することで、色設定潜像画像データ（６Ｄ’）と模様部（４’’）が、シアン色を打ち消
しあうことで、印刷模様（２’’）とした場合に、潜像画像（６’’）を、隠ぺいするこ
とが可能となる。
【０１４３】
　なお、前述のとおり、潜像画像（６’’）は、シアンに限らず、他の色とすることも可
能である。例えば、マゼンタとした場合、カモフラージュ画像データ（３Ｄ）は、シアン
、マゼンタ及びイエローの色情報を有しているが、模様部（４’’）に相当する箇所のみ
、マゼンタの色情報を有していない。
【０１４４】
　一方、色設定潜像画像データ（６Ｄ’）は、マゼンタの色情報のみを有している。よっ
て、カモフラージュ画像データ（３Ｄ）と色設定潜像画像データ（６Ｄ’）を積層して出
力することで、色設定潜像画像データ（６Ｄ’）と模様部（４’’）が、マゼンタ色を打
ち消しあうことで、印刷模様（２’’）とした場合に、潜像画像（６’’）を、隠ぺいす
ることが可能となる。
【０１４５】
　次に、出力ステップＳＴ６として、印刷部（Ｕ４）において、ＳＴ４で作製した色設定
潜像画像データ（６Ｄ’）と、ＳＴ５で作製したカモフラージュ画像データ（３Ｄ）を基
に、基材（１）上に画像を形成する。
【０１４６】
　基材（１）は、多孔質の体質顔料を主体とした塗布液を塗工することで形成されたイン
キ受理領域（Ｚ）を少なくとも有するものを用いる。本発明では、インキ受理領域（Ｚ）
に積層して印刷を施すことで生じる、インキの浸透性の差を利用することで、拡散反射光
下と正反射光下で、画像をチェンジさせている。よって、基材（１）はインキ受理領域（
Ｚ）を有する必要がある。
【０１４７】
　なお、基材（１）がインキ受理領域（Ｚ）を有していない場合には、出力ステップＳＴ
６の前に、受理領域形成ステップＳＴ７として、印刷部（Ｕ４）により、基材（１）上の
少なくとも一部の領域に、多孔質の体質顔料を主体とした塗布液を塗工した後、塗布液を
乾燥させることで、インキ受理領域（Ｚ）を形成する。
【０１４８】
　受理領域形成ステップＳＴ７を設けることで、基材（１）を限定することなく、印刷模
様（２’’）を形成することが可能となる。
【０１４９】
　出力ステップＳＴ６は、まず、色設定潜像画像データ（６Ｄ’）を、基材（１）上にデ
ジタル印刷方式により印刷し、潜像画像（６’’）を形成する。印刷方式は、インキ受理
領域（Ｚ）上に出力可能な印刷方式であれば特に限定されるものではない。
【０１５０】
　次に、カモフラージュ画像データ（３Ｄ）を、潜像画像（６’’）と模様部（４’’）
が同じ位置となるように、基材（１）に印刷した潜像画像（６’’）上に形成することで
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、印刷模様（２’’）が形成された媒体（Ｓ３）となる。
【０１５１】
　なお、印刷順序に限定はなく、カモフラージュ画像（３’’）を先に形成した後、その
上に潜像画像（６’’）を形成しても良い。
【０１５２】
　また、色設定画像データ（６Ｄ’）とカモフラージュ画像データ（３Ｄ）の出力回数は
、基材（１）上に印刷した、潜像画像（６’’）とカモフラージュ画像（３’’）の印刷
回数に差があれば、特に印刷回数に限定はない。
【０１５３】
　本発明の媒体（Ｓ３）の印刷方法は、オンデマンド印刷が好ましい。オンデマンド印刷
で作製することにより、可視画像である印刷模様（２’’）と、観察角度の変化により視
認可能となる潜像画像（６’’）を、媒体（Ｓ３）ごとに異なる画像として印刷すること
が可能となる。すなわち、印刷模様（２’’）及び潜像画像（６’’）を可変画像として
扱うことが可能となる。
【０１５４】
　なお、印刷模様（２’’）及び潜像画像（６’’）を可変画像として、媒体（Ｓ３）を
作製する場合、画像データ取得ステップＳＴ１は、作製する複数の印刷模様データ（２Ｄ
）、及び複数の潜像画像データ（６Ｄ）のうち、少なくとも一種類の画像データにおいて
、少なくとも二つの異なる画像データを、入力部（Ｕ１）又は編集部（Ｕ２）で作製した
後、記憶部（Ｕ３）に格納する。
【０１５５】
　各画像を可変画像として、媒体（Ｓ３）を作製する場合、出力ステップＳＴ６の前に、
画像データ取得ステップＳＴ１において、記憶部（Ｕ３）に格納した複数の画像データの
中から、ユーザが可変画像とする所望の画像データを選択する、データ選択ステップＳＴ
５．５をさらに有する。
【０１５６】
　出力ステップＳＴ６は、データ選択ステップＳＴ５．５で選択した所望の画像データを
基に、各ステップにより作製した、カモフラージュ画像データ（３Ｄ）と色設定潜像画像
データ（６Ｄ’）を、印刷部（Ｕ４）から、異なる画像データとして出力する。作製した
複数の媒体（Ｓ３）は、所望の画像が可変情報として付与された媒体（Ｓ３）となる。
【０１５７】
　例えば、三つの媒体（Ｓ３）を作製し、カモフラージュ画像データ（３Ｄ）と色設定潜
像画像データ（６Ｄ’）のうち、色設定潜像画像データ（６Ｄ’）を可変画像とする場合
、画像データ取得ステップＳＴ１にて、五つの異なる画像データを、潜像画像データ（６
Ｄ）として、入力部（Ｕ１）又は編集部（Ｕ２）で作製した後、記憶部（Ｕ３）に格納す
る。
【０１５８】
　次に、隠ぺい用カモフラージュ画像データ作製ステップＳＴ３、色設定ステップＳＴ４
及びカモフラージュ画像データ作製ステップＳＴ５にて、五つの異なる潜像画像データ（
６Ｄ）ごとに対応したカモフラージュ画像データ（３Ｄ）である、五つの異なるカモフラ
ージュ画像データを編集部（Ｕ２）で作製した後、記憶部（Ｕ３）に格納する。
【０１５９】
　また、五つの潜像画像データ（６Ｄ）においても、色設定ステップＳＴ４にて、前述の
方法と同様に、色設定し、色設定潜像画像データ（６Ｄ’）を作製した後、記憶部（Ｕ３
）に格納する。
【０１６０】
　次に、データ選択ステップＳＴ５．５で、画像データ取得ステップＳＴ１にて記憶部（
Ｕ３）に格納した五つの潜像画像データ（６Ｄ）の中から、ユーザが可変画像とする所望
の潜像画像データ（６Ｄ）を三つと、選択した潜像画像データ（６Ｄ）を基に作製した、
色設定潜像画像データ（６Ｄ’）及びカモフラージュ画像データ（３Ｄ）をそれぞれ三つ
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選択する。
【０１６１】
　最後に、出力ステップＳＴ６において、データ選択ステップＳＴ５．５で選択した三つ
の色設定潜像画像データ（６Ｄ’）及びカモフラージュ画像データ（３Ｄ）を、印刷部（
Ｕ４）から、異なる画像データとして出力する。作製した三つの媒体（Ｓ３）は、可視画
像である印刷模様（２’’）及び潜像画像（６’’）が、いずれも異なる画像（可変画像
）として付与された媒体（Ｓ３）となる。
【０１６２】
　以上、本発明の媒体（Ｓ３）の作製方法は、複数の媒体（Ｓ３）を作製する際に、画像
データ取得ステップＳＴ１で複数の画像データを作製し、隠ぺい用カモフラージュ画像デ
ータ作製ステップＳＴ３、色設定ステップＳＴ４及びカモフラージュ画像データ作製ステ
ップにより、異なる画像データを作製した後、データ選択ステップＳＴ５．５及び出力ス
テップＳＴ６で、所望の画像データを選び印刷することで、簡易に、画像を可変要素とし
て付与することが可能となる。
【０１６３】
　１　　　　　基材
　２、２’、２’’　　　　　印刷模様
　３　　　　　カモフラージュ画像
　３ａ　　　　　カモフラージュ要素
　４、４’、４’’　　　　　模様部
　５、５’、５’’　　　　　背景部
　６、６’、６’’　　　　　　　潜像画像
　６ａ　　　　　潜像要素
　７　　　　　階調カモフラージュ部
　Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３　　　　　偽造防止媒体
　Ｚ　　　　　インキ受理領域
　Ｍ　　　　　作製装置
　Ｕ１　　　　　入力部
　Ｕ２　　　　　編集部
　Ｕ３　　　　　記憶部
　Ｕ４　　　　　印刷部
　Ｕ５　　　　　通信インタフェース
　Ｕ６　　　　　表示部
　２Ｄ　　　　　印刷模様データ
　２ＤＣ　　　　　シアン分解画像データ
　２ＤＭ　　　　　マゼンタ分解画像データ
　２ＤＹ　　　　　　　　　　イエロー分解画像データ
　２ＤＣ’　　　　　隠ぺい画像データ
　３Ｄ　　　　　カモフラージュ画像データ
　６Ｄ　　　　　潜像画像データ
　６Ｄ’　　　　　色設定潜像画像データ
　７Ｄ　　　　　隠ぺい用カモフラージュ画像データ



(21) JP 2015-208902 A 2015.11.24

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】



(22) JP 2015-208902 A 2015.11.24

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(23) JP 2015-208902 A 2015.11.24

【図１３】 【図１４】

【図１５】

【図１６】 【図１７】



(24) JP 2015-208902 A 2015.11.24

【図１８】 【図１９】

【図２０】



(25) JP 2015-208902 A 2015.11.24

フロントページの続き

Ｆターム(参考) 2H113 AA04  AA06  BB02  BB07  BB22  BC09  CA37  CA39  CA44  CA46 
　　　　 　　        EA01 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

